














































1 本年度の研究計画

少産少子時代が現実となった今日、周産期医療の整備、改善は必須であり、その中でも予

後不良とされている、ハイリスク児の総合的ケアシステムの確立は急務といえよう。この

ような状況下で、ハイリスク児出生の主たる原因といわれている、早産、IUGR の実態を

把握するための資料を得るとともに、ハイリスク児の予知、予防に向けた今後の周産期医

療を確立することを目的として、本研究班は全国の主要な周産期施設の責任者 10 名を研

究協力者として班を構成し、次の 2点のリサーチクエッションにたいして平成 4年度の研

究を計画した。

1)習慣性流産、早産の実態把握(全国調査、文献検索)

2)IUGR 児の予知、予防は可能か。


